
ハンノキシロカイガラムシ

ハンノキ類に寄生する小さな白いカイガラムシ．長さ約1mmで細長い，または長さ2.5mm内外の胡麻粒形．幹，枝，葉，果実な

ど様々な部位につく．

多発すると，枝を枯らしたり幼木を枯らすことがあるとされる．北海道での被害実態は不明．

【学名】 Chionaspis alunus 

【分類】 カメムシ目（Hemiptera），マルカイガラムシ科（Diaspididae）

【分布】 北海道，本州，四国；朝鮮，ロシア東部．

【生態】

宿主：ハンノキ属（ハンノキ，ヤマハンノキ，ヒメヤシャブシ）．

年２回発生．成虫の殻の下で卵で越冬する．
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